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火災・救急・救助の概要 
 

『火災は２３日に１件・救急は１日に１７件・救助は４日に１件』 

 

 

 令和元年中に発生した火災は１６件(前年２５件)で、これは２３日に１件の割合で 

火災が発生したことになります。 

 火災の種別に分けてみると、建物火災１２件(同２０件)、車両火災２件(同０件)、そ

の他の火災２件(同４件)、林野火災０件（同１件）でした。 

 建物火災の焼損棟数は、全焼１棟(同３棟)、半焼０棟(同１棟)、部分焼３棟(同７棟)、

ぼや８棟(同１３棟)となっています。 

 ※焼損棟数は、火元建物のほか類焼建物も含む 

 火災による死傷者は、死者１人(同１人)、負傷者４人(同９人)でした。 

 主な出火原因では、「たばこ」２件（同２件）、「電灯・電話等の配線」２件(同１件) な

どとなっています。 

 火災損害額は、１９，３２６千円(同３９，１１５千円)で前年に比べ１９，７８９千

円減少しました。 

 

 救急車の出場回数は、６,０５７件(同６，０３０件)で、搬送された人は５，４９２

人(同５，４４１人)となっており、前年に比べ、出場回数は２７件増加し、搬送人員は

５１人増加しました。 

 出場内容では、「急病」３，９４０件(同３，８３１件)、「交通事故」４１０件(同３

８４件)、「家庭内などで起きた一般負傷」１，０５５件(同１，１３１件)などとなって

おり、この３つで全体の８９パーセントを占めています。 

 

 救助件数は１０１件(同１１４件)で前年に比べ１３件減少しました。救助の種別では、

「建物等による事故」４５件(同４９件)、「交通事故」７件(同１２件)、「火災」４件(同

３件)、「水難事故」３件(同３件)、「ガス及び酸欠事故」０件（同１件）、「機械による

事故」１件（同０件）、「その他の事故」４１件(同４６件) となっています。 
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（各年12月31日現在）

年 火災件数 救急件数 救助件数 人　口 出火率 備　　考

23 24 43,877 5.5 　自治体消防発足

24 17 45,096 3.8

25 29 45,177 6.4

26 28 47,021 6.0

27 34 47,604 7.1

28 35 49,891 7.0

29 25 50,595 4.9

30 42 51,322 8.2

31 38 52,860 7.2

32 16 54,100 3.0

33 18 55,430 3.2

34 23 57,944 4.0

35 33 60,788 5.4

36 28 65,461 4.3

37 40 73,353 5.5

38 54 77,875 6.9

39 44 350 82,402 5.3 　救急業務発足１／８

40 46 388 85,034 5.4

41 53 500 87,155 6.1

42 86 638 89,794 9.6

43 65 667 92,713 7.0

44 93 877 94,308 9.9

45 72 1,076 96,249 7.5

46 89 1,256 96,558 9.2 　石橋出張所開設３／１６

47 81 1,390 97,224 8.3

48 82 1,536 98,465 8.3

49 56 1,601 99,023 5.7

50 75 1,735 99,938 7.5 　本部庁舎移転１１／２０

51 64 1,683 101,294 6.3 　石橋出張所統合

52 84 1,818 101,449 8.3

53 77 1,864 101,103 7.6

54 82 1,991 101,221 8.1 　細河分署開設４／１

55 63 2,122 101,014 6.2

56 56 2,100 6 100,813 5.6 　救助業務開始１２／８

57 55 2,084 40 100,722 5.5 （風呂火災基準統一）

58 67 2,114 54 101,264 6.6

59 56 2,153 48 101,471 5.5

60 44 2,228 30 101,761 4.3

61 44 2,168 40 102,052 4.3

62 35 2,255 30 103,207 3.4

63 47 2,526 66 103,766 4.5

火災・救急・救助と人口統計の推移（昭和）
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（各年12月31日現在）

年 火災件数 救急件数 救助件数 人　口 出火率 備　　考

平成元年 35 2,621 50 103,618 3.4

2 50 2,775 65 103,178 4.8

3 55 2,838 75 102,427 5.4

4 39 2,675 48 101,936 3.8

5 34 2,788 55 102,133 3.3

6 51 3,004 89 101,236 5.0

7 37 3,344 53 101,584 3.6 （火災報告要領一部改正）

8 35 3,355 42 102,460 3.4

9 30 3,482 51 101,757 2.9

10 36 3,700 43 101,602 3.5

11 20 3,762 38 101,446 2.0

12 43 4,020 55 101,205 4.3

13 36 4,078 49 101,020 3.6

14 32 4,181 41 100,852 3.2

15 52 4,289 64 100,814 5.2

16 51 4,540 63 100,932 5.1

17 39 4,759 53 101,042 3.9

18 22 4,739 52 102,411 2.1

19 39 4,901 52 103,817 3.8

20 38 4,508 69 103,872 3.7

21 34 4,697 99 104,095 3.3

22 25 4,886 97 103,972 2.4

23 19 4,987 96 103,310 1.8

24 23 5,187 100 103,148 2.2

25 21 5,328 112 102,964 2.0

26 21 5,263 88 102,625 2.0

27 23 5,262 85 102,671 2.2

28 19 5,591 84 103,077 1.8

29 12 5,619 99 103,556 1.2

30 25 6,030 114 103,655 2.4
令和元年 16 6,057 101 103,613 1.5

火災・救急・救助と人口統計の推移（平成・令和）
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